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第 1版２００８．１２．０５  

            

 

１．ＣＤ構成 

 １－０ ＢＣＳＨ７２１１開発セットとの違い 

 １－１ インストゥール  

 １－２ ＧＮＵＳＨ７２１１ホルダ 

 １－３ ＢＲＥホルダ 

 １－４ コンパイル 

 １－５ ＧＣＣ オプションの意味 

  

２．ＢＣＳＨ７２１１ ＣＰＵボード用 サンプルプログラム 

 

【 入門 】 

 ２－１．ｓａｍｐｌｅ１ ポートのＯＮ、ＯＦＦ 

 ２－２．ｓａｍｐｌｅ２ Ｄ／Ａ、Ａ／Ｄ、Ｉ／Ｏ、ＳＩＯプログラム動作 

 ２－３．ｓａｍｐｌｅ３ ｓａｍｐｌｅ２をルネサステクノロジ社の統合開発環境 

   「ＨＥＷ」でコンパイル、実行 

 ２－４．ｓａｍｐｌｅ４ ＭＴＵ２を使用した定周期割り込みタイマ 

 ２－５．ｓａｍｐｌｅ５ ＭＴＵ２を使用したＰＷＭ出力 

 ２－６．ｓａｍｐｌｅ６ ＵＢＣを使用したブレークポイント設定、デバック 

 ２－７．ｓａｍｐｌｅ７ 自分で新たなプログラムを作る 

【 演習 】 

 ２－８．ｓａｍｐｌｅ８ ｐｒｉｎｔｆデバック１：扱えるデータ型、数値範囲  

 ２－９．ｓａｍｐｌｅ９ ｐｒｉｎｔｆデバック２：レジスタ、メモリを見る   

  

ＢＣＳＨ７２１１開発セットＷＤ（ｗｉｔｈ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ） 

           添付ＣＤの使い方 
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１－０ ＢＣＳＨ７２１１開発セットとの違い 

 

ＢＣＳＨ７２１１開発セットにデバッカ、Ｕケーブルを同梱したものがＢＣＳＨ７２１１開発セットＷＤ

(with debugger)です。Ｕケーブルはパソコンとの各種やり取りをＵＳＢ経由で行います。 

 

１－１ インストゥール  

 

本プログラムは WindowsXP または WindowsVista 上で動作します。 

 

添付しているＣＤをパソコンのドライブに入れます。 

 

ディレクトリを見ると以下のホルダがあります。 

●ＢＲＥ：フラッシュＲＯＭ書き込みソフト、デバッカ ｆｒｗ７２１１ｗｄ．ｅｘｅ等が入っています。 

●ＧＮＵＳＨ７２１１ＷＤ：ＳＨ７２１１用 Ｃコンパイラ、サンプルソフト、ドキュメント 

 

 インストゥールはホルダをＣ：にコピーするだけです。２つともコピーし、Ｃ：に移します。他の部分

では動作しません。古い重複するホルダ等ある場合、上書きして下さい。 

 

Ｃ：にＧＮＵＳＨ７２１１ＷＤとＢＲＥが移ればＯＫです。 
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【 Ｕケーブル ＵＳＢデバイスドライバ 】 

 

 パソコンとの連絡はＵケーブルで行います。ＵケーブルはＣＰＵボードとパソコンをＵＳＢで接続する

ものです。ＦＴＤＩ社のＦＴ２３２ＲＬを使用しています。また、約５００ｍＡ以下であれば５Ｖ、３．

３Ｖの電源も取ることができます。新たに電源を用意する必要がありません。 

 

 

 

 「Ｕケーブル」を添付のＵＳＢケーブルで初めてパソコンに接続すると「新しいハードウエアが検出さ

れました」と表示され、「新しいハードウエアの検出ウィザードの開始」が表示されます。デバイスドライ

バの設定を行います。（下記例は WindowsXP） 

WindowsUpdate への接続は「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ（Ｎ）＞」をクリックしてく

ださい。 

 
 

 「一覧または特定の場所からインストールする（詳細）（Ｓ）」を選択し、「次へ（Ｎ）＞」をクリックし

てください。 
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 通常のインストゥールでは「参照（Ｒ）」をクリックし C:¥xxxx¥USBDRV を選択します。「次へ（Ｎ）＞」

をクリックしてください。（xxxx：BCSH7211WD の場合、GNUSH7211WD） 

 
 

 インストールが正常に終了したら「新しいハードウエアの検索ウイザードの完了」が表示されますので、

「完了」をクリックしてください。場合によって再びウイザードが立ち上がることもありますが、同じよ

うに繰り返してください。 

 

「新しいハードウエアが見つかりました」と右下に表示されたらＯＫです。 
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「ＣＯＭ」番号を調べます。「コントロールパネル」→「システムのプロパティ」→「デバイスマネージャ」

のポート（ＣＯＭとＬＰＴ）をクリックします。ＵＳＢ Ｓｅｒｉａｌ Ｐｏｒｔ（ＣＯＭ４）に配置さ

れたようです。（お客様のパソコンにより異なります） 

 

 

ＵＳＢケーブルを抜くとＣＯＭ４が消えます。 

 

 

 これでＵＳＢの初期設定は終わりです。次回からはＵＳＢケーブルを挿入すればＣＯＭ４として動作し

ます。割り振られたＣＯＭ番号が設定可能番号より大きい場合の変更方法は弊社ホームページをご参照願

います。http://beriver.co.jp/com.html 

  



 6 

なお、デバイスドライバのアンインストゥールは「ＵＳＢＤＲＶ」の中にあるＦＴＤＩＵＮＩＮ．ｅｘｅ

を実行します。 

  

 実行するとハードディスク内の xxx.inf ファイルが削除されてしまいますので、再インストゥールする

場合、元のＣＤから再コピーするか、xxx.inf ファイルを別ディレクトリに退避してから実行してくださ

い。 

  

 最新のデバイスドライバ、ＯＳ別のデバイスドライバ等はＦＴＤＩ社のホームページよりダウンロード

できますが、WindowsXP、WindowsVista はこのデバイスドライバで大丈夫です。 

 

http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm 

 

 

ＣＤに同封されているデバイスドライバはこれです。 

 

下はＢＣＳＨ７２１１基板とＵケーブルの接続例です。電源＋３．３ＶもＵケーブル基板から取っていま

す。ＣＰＵ添付の電源ケーブルをＵケーブル上の端子台にマイナスドライバで締め付けて固定できます。 
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インストゥールはこれで全てです。
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１－２ ＧＮＵＳＨ７２１１ＷＤホルダ 

 

省略  

 

１－３ ＢＲＥホルダ 

 

 ＢＲＥホルダは弊社の販売しているマイコンのフラッシュＲＯＭ書き込みプログラム集ホルダです。こ

こでは C:¥BRE¥SH7211WD ホルダの中の「frw7211WD．exe」を使用します。frw7211WD のショートカットを

表画面に出しておくと操作が簡単です。（ショートカットの上にマウスポインタを持ってきてマウスを左ク

リックしそのまま表画面まで移動させ（ドラッグ）左クリックを放す（ドロップ）と表画面に移動します。 

 

  表画面に出しておく 
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１－４ コンパイル 

 
【 コンパイル準備 】 

 本ＣＤに搭載されているＣコンパイラはユーザーが書いたＣのプログラムをコンパイルしＳＨマイコン

用の＊．ｍｏｔファイルを生成します。この作業を行う「コンパイラー」はｆｒｗ７２ＸＸ．ｅｘｅの「デ

バック」をクリックして行います。例はＳＨ７２４３用のフォースデバッカですが、使い方はＳＨ７２１

１も同じです。 

 

 

 

【 コンパイルしてみる 】 

実際にｓａｍｐｌｅ２をコンパイルしてみます。「プログラム」でｓａｍｐｌｅ２を選択し、コンパイルを

クリックします。 
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問題なければ「コンパイル結果」欄に「コンパイル正常終了」と表示されます。問題がある場合「コンパ

イルエラー」「リンクエラー」と赤字で表示されますので、ソースファイルを修正する必要があります。 

 

下記例ではｓａｍｐｌｅ２．ｃにわざと「ｐｐｐｐ」と書き込み、エラーを出しました。 

エラー行が表示されますので、エディタでその行か、１行上の行を調べてエラーを見つけてください。 

例では１６７行目にエラーがあると表示されています。（恐れ入りますが、プログラム開発には行番号のわ

かるエディタをご用意願います） 

 

 

 

 なお、コンパイラーは warning（警告）は通常、問題なしとしますが、「コンパイル正常終了」と表示さ

れても、ｍｏｔファイルが生成されない場合が稀にあります。Ｎｏ ｓｕｃｈ ｆｉｌｅ ｏｒ ｄｅｒ

ｅｃｔｏｒｙと表示されますので、ご注意願います。 
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 コンパイルが正常終了したら、次にｆｒｗ７２ＸＸ．ｅｘｅで＊．ｍｏｔファイルを書き込み、動作さ

せます。 

①パソコンとＵケーブルまたはＫケーブルでＢＣＳＨ７２１１のＣＮ４を接続します。 

②電源を入れます。 

③「ＦＷＲＩＴＥ」をクリックします。 

 

④お使いのＣＯＭポート番号をＳＩＯ ＳＥＬで合わせます。ＣＯＭ番号はパソコンにより異なりますの

で、設定方法が不明の場合、弊社ホームページ「ＲＳ２３２Ｃ（ＣＯＭポート）について」でご確認くだ

さい。http://beriver.co.jp/com.html 

⑤「ＦＷＲＩＴＥ」ボタンをクリックします。 

ＣＯＭ番号、接続、電源の全てが大丈夫であれば、ＳＨ７２ＸＸ内部ＦＲＯＭが消去され、書き込むため

のファイルが表示されます。各種エラーが表示される場合、上記３点の再確認をお願いします。 

 
 

⑥拡張子ｍｏｔが書き込むプログラムです。例ではｓａｍｐｌｅ２．ｍｏｔをダブルクリックします。な

お、書き込み中のみ基板上の赤いＬＥＤが点灯します。動作中は消灯しています。 
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⑦正常に書き込めれば「書き込み正常終了」と表示されます。その後、自動的にリセット、スタートしま

す。 

 

 

⑧デバック画面に「ＴＥＳＴ Ｎｏ？ １：Ａ／Ｄ ２：Ｉ／Ｏ ３：ＳＩＯ？」と表示されます。 

１でＡ／Ｄ動作、２でＩ／Ｏ動作、３でＳＩＯ動作が選択されます。 
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 例では「キーボード」を選択し、 

 

 

 「１」キーをクリックしてＡ／Ｄを選択し、ＡＤ０、ＡＤ１のデータがＳＨ７２ＸＸから送信されてく

るのを表示しています。 

 

  デバッカはこの他にブレークポイントの設定、解除、変数、メモリ、Ｉ／Ｏリード、ライト、ウオッ

チ、再スタートなどが可能です。ＣＰＵ内蔵のＵＢＣ（ユーザーブレークコントローラ）を使用しますの

で、実際の内蔵フラッシュに書き込んだプログラムアドレスにＵＢＣのハードウエアでブレークを掛ける

リアルタイムデバックが可能です。デバック時に実際の動作速度より遅くなることはありません。 

 

「画面クリア」はデバック画面をクリアします。 

「タイムスタンプ」は約１分毎にデバック画面に現在の時刻を表示します。 

「ファイル出力」はデバック画面の内容をファイルにセーブします。 

 

 以上が本開発セットのプログラムの開発、コンパイル、書き込み、動作といった一連の開発作業の手順

の概要です。 
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以下省略 

 

 

１．本文章に記載された内容は弊社有限会社ビーリバーエレクトロニクスの調査結果です。 

２．本文章に記載された情報の内容、使用結果に対して弊社はいかなる責任も負いません。 

３．本文章に記載された情報に誤記等問題がありましたらご一報いただけますと幸いです。 

４．本文章は許可なく転載、複製することを堅くお断りいたします。 

 

〒350-1213 埼玉県日高市高萩１１４１－１ 

TEL 042（985）6982 

FAX 042（985）6720 

Homepage：http://beriver.co.jp  e-mail：support＠beriver.co.jp  

有限会社ビーリバーエレクトロニクス  ⒸBeyond the river Inc 20081208 

 

 


